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4.4.教育委員会からみる「教職インターンシップ」 

 知識基盤社会の到来と情報技術の飛躍的な発展，経済のグローバル化・少子高齢化など，

社会は大きく変化してきた。また，近い将来においても新たな知識や技術の活用により社

会は加速度的に変化していくであろうと考えられる。  

 このような変化の激しい社会情勢の中で，将来に向けてさらに発展していくためには，

学校教育を通した人材育成が重要である。特に，学校教育の直接の担い手となる教員養成

については，教育委員会，養成にかかる大学の連携が今後も継続的・計画的に行われる必

要がある。  

 現在，教員の実践的指導力育成のため，学校ボランティアやインターンシップについて，

取り組んでいる大学も増え，重要度が増しているが，その実態は多様である。  

 県外においては，教育委員会が主導して「教職インターンシップ」を実施している自治

体も散見することができる。その取組の一例として，教職を希望する学生を対象に教員の

仕事を実際に体験する機会の提供を行う事例や，新規学卒採用予定者が，学校現場で教育

実践を積むことで教職への適応力を高めたり，指導力を培うことを目的で「採用前教職イ

ンターンシップ」として行われたりしている。上記の事例はどちらも，授業実践に関する

内容が主である教育実習とは違い，学生が学校現場の手伝いをしながら，児童生徒の個別

の対応，事務的な仕事など，学校の中の多様な仕事に触れることで通して，「教職」につい

て，多くのことを学ぶ機会となっている。  

 沖縄大学においては，周知の通り 4 年次の教育実習までに，２年次において「教職イン

ターンシップ入門」，3・4 年次において「教職インターンシップ実践」を設定し，特に 3・

4 年次には，単位を付帯し，実践知と理論知を相関させることを目的に取り組んでいる。  

 これまで，沖縄大学と那覇市教育委員会は，那覇市立学校の豊かな人間性を育む教育活

動の支援を目的に「連携に関する協定」を結び，学校支援を行ってきた。また，各市内各

学校における「教職インターンシップ」の受け入れについては，校長連絡協議会において，

各学校に周知すると共に，受付窓口を教育委員会とすることで，市内学校における「教職

インターンシップ」について，取組状況などについて全体的な把握を行っている。しかし

ながら，各学校における具体的な成果や課題などについては，詳細の把握までには至って

いない。  

 これからの教育委員会からみる「教職インターンシップ」の在り方について，那覇市立

学校の特色を踏まえた「教職インターンシップ」を展開すること，「教職インターンシップ」

について大学及び学校と連携した PDCA サイクルの確立が必要であると考える。      

那覇市の教育の特色として小中一貫教育や教育課程研究協議会が挙げられる。受け入れ

学校において，そのような取組に触れる機会を設定し，「教職インターンシップ」で体験で

きるよう活動内容に含めるように大学及び那覇市立学校と連携を図り，より受け入れ校の

特色を生かした編成を検討していく必要がある。  

また，教育委員会として，各学校でどのような取組が行われているのかなどについて大

学と情報を共有し，「教職インターンシップ」についての「PDCA サイクルの確立」を大学，

学校，教育委員会がそれぞれの立場で意見を出し合う機会をもち，よりよい教員養成を目

指すことが大切である。  

（那覇市教育委員会 池原 鉄）  
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5.3.2.学生の実践的指導力の育成の可能性について  

 表 6 は，ある学生が「教職インターンシップ実践」の中間指導と事後指導において「何

を見て，何を体験し，何を学んだか」について報告したものである。最終報告では，「教職

インターンシップ」を中心とした本学の実習系科目のねらいや系統性について，学校現場

の理解と協力が得られ，学生の成長につながるような取り組みを行っていることが読み取

れる。具体的には，大学での各教科や道徳，特別活動などの専門的な学びとその学びを生

かした現場での実習，現場教師との T・T による授業への関わりなど，大学での学びを現

場で経験することでさらに学びを深めている。特に，各教科の授業参観や指導案検討会，

校内研修会などへの参加は，学生が直に学校の教育活動に継続的に関わることになり，実

践的指導力の基礎を培うことにつながっていると考えられる。  

 

表 6 「教職インターンシップ実践」において「何を見て，何を体験し，何を学んだか」

の報告の内容 

 中間報告  最終報告  

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん 

英語，数学の授業観察・指導補助を行

う。英語の授業では，生徒の反応を見

ながら臨機応変に対応している教師

の指導力を学ぶことができた。また，

数学の授業では，習熟度の違う生徒に

個別の問題を与え対応していた。  

前期終了後に，生徒の興味を引き付ける授

業展開とは，生徒の考えを引き出す発問と

は，生徒の口調，表情等から生徒の変化へ

の気づき方等について，大学で学び直しを

行い，後期のインターンシップに取り組ん

だ。後期は，数学，理科，道徳の授業に T・

T で参加したが，授業のタイムマネージメ

ントや生徒への指示や生徒自身で説明させ

る指導が適切であったとの評価を受けた。

また，大学での道徳の授業の学びを生かし

て，範読がうまくできた，中心発問の取り

上げ方や生徒の考えを揺さぶるエピソー

ド，切り返しの質問ができていたという授

業研究会での助言があった。今後の課題と

しては，効果的な ICT の活用や生徒の発

言・考えから，めあて・まとめを導く指導

法や知的好奇心をくすぐる授業づくり，生

徒指導の 3 機能を生かした授業づくりを学

んでいきたい。  

 

 

（沖縄大学 上地幸市・天久大輔）  
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指導が受けられるように依頼している（可能であれば，「教職インターンシップ入門」，「教

職インターンシップ実践」，「教育実習」を同一学校で行えるようにしている）。これによっ

て，指導教員が教師志望学生との密な関係を築き，系統的な指導が可能になり，学生の成

長段階に応じた指導につながると考えている。また，同じ学校での「教育実習」は，児童

生徒の実態を把握しやすく，それを踏まえた教材選択や授業実践が可能になると考えてい

る。 

 以上より，「教職インターンシップ」は，教育実習において教科指導が重要な内容である

ことを踏まえると，自己の教職への適性や使命感を高め，生徒理解を深めながら教科指導

等の基礎に繋がるような仕組みを作っていく必要がある。特に，本学のような付属学校の

ない教職課程を有する大学は，教育委員会や学校現場とも連携を取りながら，学生が系統

的に指導が受けられ，学びを深めていけるような体制を作ることが「教職インターンシッ

プ」の充実に繋がると考えられる。  
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（沖縄大学 嘉数健悟）  




